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～皆さんの″声″を聞かせてください～
「住民福祉懇談会」を開催します！

※詳しくは、４ページをご覧ください。

この社協だよりは、赤い羽根共同募金配分金で発行しています。
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◯守門中学校３年生
　車椅子体験学習

表紙
写真

　６月２日、総合的な学習の時間を使い、手話・
高齢者疑似体験を行いました。
　高齢者や障がいをもつ方々の気持ちを理解す
るだけでなく、福祉活動や自分たちができること
について実践しました。

社会福祉法人社会福祉法人社会福祉法人社会福祉法人うおぬま
社協だより
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平成27年度一般会計収支決算概要（事業活動）
単位：千円

科　目 金　額
法人運営事業 99,572
地域福祉事業 15,903
小口資金貸付事業 28
受託事業 25,328
介護福祉事業 324,725
障害福祉事業 15,745
居宅介護支援事業 53,748
指定管理施設運営事業 11,147
公益受託事業 44,796
会館運営事業 762

計 591,754

単位：千円
科　目 金　額

会費 10,467
寄附金 1,969
経常経費補助金 94,827
受託事業 74,122
事業収益 5,732
介護保険事業 368,102
障害福祉サービス等事業 17,707
その他の事業収入 1,322

計 574,248

平成27年度　魚沼市社会福祉協議会　事業報告
　魚沼市社会福祉協議会では『誰もが安心して暮らすことができる福祉のまちづくり』を目指
し、社会福祉を目的とする様々な事業を通じ、地域福祉の向上に取り組みました。

１．法人運営事業
　理事会、評議員会適宜に開催し、適正な法人運営に
努めました。
◆理事会、評議員会、監査の適宜開催
◆職員研修の実施
◆広報活動の実施　社協だより、ホームページ

２．共同募金配分金事業

　赤い羽根共同募金の配分金を財源とした、高齢者、
障がい者、児童・青少年などの地域福祉活動に取り組
みました。

◆地域の茶の間事業
　市内 59 地区
　延べ 529 回開催

◆ふれあい配食サービス
　事業利用者延べ10,584人

◆障がい者福祉活動事業
　ふれあいバス旅行　参加者 155 人
　ふれあいクリスマス会　参加者 204 人

３．ボランティアセンター事業

◆ボランティア登録数　　890 人
◆第 7 回魚沼市ボランティア大会　379 人
◆ボランティア講座（傾聴ボランティア養成講座）
　年 3 回実施　延べ参加者 66 人
◆小中学校ボランティア学習支援　10 回　658 人

４．小口資金貸付事業　　　　      貸付件数11件

５．介護福祉事業

６．居宅介護支援事業   ２事業

７．受託事業ほか

◆訪問介護事業　１事業所　２出張所
◆通所介護事業　３事業所

◆受託事業
　日常生活自立支援事業、在宅介護支援センター事業
　生活困窮者自立支援事業、生きがい活動支援通所事業ほか
◆指定管理施設運営事業
　小出ボランティアセンター、広神老人福祉センター
　守門高齢者居住

法人運営事業
99,572千円

地域福祉事業
15,903千円
小口資金貸付事業

28千円

受託事業
25,328千円

介護福祉事業
324,725千円

障害福祉事業
15,745千円

居宅介護支援事業
53,748千円

指定管理施設運営事業
11,147千円

公益受託事業
44,796千円

会館運営事業
762千円

その他の事業収入
1,322千円

会費
10,467千円

寄附金
1,969千円障害福祉

サービス等事業
17,707千円 経常経費

補助金
94,827千円

受託事業
74,122千円

事業収益
5,732千円介護保険事業

368,102千円

収　　益   
574,248千円

費　　用   
591,754千円

※収入と支出の差額は繰越資金で補填

〔収入〕 〔支出〕

並柳地区『ひまわりの茶の間』
の皆さん

　ボランティア活動を推進するため、各種ボランティア
講座を開催するとともに、小中学生を対象としたボラン
ティア学習支援などを実施しました。
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①口座振替により納入を希望された会員の方
　 指定口座より引き落としさせていただきます。

②納付書により納入を希望された会員の方
　 各自治会役員より回収、又は納付書に記載された指定金融機関の窓口でも受け付
　 けしています。

８月中にお願いいたします。

平成28年度　社協会費にご協力をお願いいたします
　魚沼市社会福祉協議会では、『誰もが安心して暮らすことができる福祉のまちづ
くり』を目指して、さまざまな地域活動に取り組んでおります。そのおもな財源とし
て、皆様からのご協力による、「社協会費」と「共同募金」が活用されています。
　本年度の会費納入につきましても、社会福祉協議会の趣旨にご賛同いただき、多
くの皆様からのご理解とご協力をお願いいたします。
　なお、会費の募集は皆様の善意に基づいております。

社協会費の主な使いみち

・法人運営事業
・ボランティアセンター事業
・小口資金貸付事業
・成年後見支援事業
・日常生活自立支援事業

納入方法

納 入 月

  7 月末から８月上旬にご案内文書を送付させていただきます。
（振替日は８月３１日です）

　※新しく加入いただける方は、自治会長、嘱託員・班長の皆様にご連絡いただくか、
　　総務課にご連絡をお願いいたします。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　問合せ先　総務課　☎　７９２－８１９１　

平成27年度実績

堀之内地域　2,137件　2,333,000円　　小 出 地 域 　2,956件　3,427,000円
湯之谷地域　1,445件　1,495,000円　　広 神 地 域 　1,682件　1,961,000円
守 門 地 域 　　793件　　859,000円　　入広瀬地域　　348件　　392,000円

一般会員・特別会員

生活科校外学習（小出小２年生）

合計9,361件　総計10,467,000円

多くの皆様方からの
ご協力に深く感謝

申し上げます



うおぬま社協だより 4

月 依頼者
件数

協力員
提供件数 登録者数

前号報告分
（H27年6月～

  　  H28年４月）
19 件 114 件 32 名

５月 １件 ６件 １名
６月 ３件 12 件 ０名
計 23 件 132 件 33 名

フ
ー
ド
バ
ン
ク
魚
沼

　

フ
ー
ド
バ
ン
ク
は
、
事
前
に
登

録
い
た
だ
い
た
「
協
力
員
」
か
ら
、

提
供
し
て
も
ら
っ
た
食
材
を
、
食

べ
る
も
の
が
な
く
困
っ
て
い
る
人

に
お
届
け
す
る
、
支
え
合
い
の
仕

組
み
で
す
。

フードバンク魚沼では、協力員を募集しています。
ぜひ地域の支え合いに、ご協力ください！

お問い合わせ／生活支援係　☎７９２－８１８１

〜
食
が
つ
な
げ
る

　
　
　
　

支
え
合
い
の
地
域
づ
く
り
〜

みなさまの声をお聞かせください

地区 日にち 時間 会場

堀之内

７月 26 日㈫

19:30 ～ 21:00

原ふるさと会館
７月 28 日㈭ 堀之内公民館
８月　2 日㈫ 下島区集落センター
８月　9 日㈫ 根小屋生活改善センター

小出

７月 26 日㈫
19:30 ～ 21:00

北部公民館
７月 28 日㈭ 青島農村婦人の家
７月 30 日㈯ ９:30 ～ 11:00 小出ボランティアセンター
８月　4 日㈭ 19:30 ～ 21:00 伊米ヶ﨑公民館

湯之谷
７月 28 日㈭

19:30 ～ 21:00
大沢公民館

８月　2 日㈫ 湯之谷老人福祉センター
８月　9 日㈫ 下折立公民館

広神
７月 26 日㈫ 19:30 ～ 21:00 小平尾研修集会センター
７月 30 日㈯ ９:30 ～ 11:00 広神コミュニティーセンター
8 月　4 日㈭ 19:30 ～ 21:00 並柳担い手センター

守門
8 月　２日㈫

19:30 ～ 21:00
渋川集落開発センター

８月　4 日㈭ 守門公民館

入広瀬
７月 30 日㈯ 9:30 ～ 11:00 穴沢ふれあい館
８月　9 日㈫ 19:30 ～ 21:00 穴沢ふれあい館

ご
協
力

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
！

「住民福祉懇談会」で地域のことを考えよう!!
　

な
か
な
か
聞
き
な
れ
な
い
言
葉
で
す
が
、
住

民
が
参
加
し
て
福
祉
の
話
を
す
る
懇
談
会
と
言

え
ば
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

　

懇
談
会
で
は
、
住
民
同
士
が
地
域
の
暮
ら
し

で
感
じ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
意

見
を
出
し
合
い
、
暮
ら
し
や
す
い
地
域
に
す
る

た
め
に
は
何
が
必
要
か
を
み
ん
な
で
一
緒
に
考

え
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
住
み
な
れ
た
地
域
で
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
よ
う
に
「
地
域
の
将
来
を
み
ん
な
で

考
え
る
」
の
が
大
き
な
目
的
で
す
。

　

懇
談
会
と
い
う
と
、
「
な
ん
だ
か
難
し
そ
う
」

「
何
を
話
し
て
い
い
の
か
分
か
ら
な
い
」
な
ど
、

堅
苦
し
い
と
思
う
方
も
い
る
と
思
い
ま
す
が
、

集
ま
っ
て
話
を
す
る
こ
と
は
気
軽
に
で
き
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ま
ず
は
周
り
の
人
と

地
域
の
こ
と
を
話
し
合
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

一
人
で
は
で
き
な
い
こ
と
で
も
、
二
人 

三
人

と
増
え
れ
ば
、
そ
れ
は
大
き
な
力
に
な
り
ま
す
。

ま
ず
は
「
み
ん
な
で
考
え
る
」
、
そ
れ
が
地
域

を
良
く
す
る
第
一
歩
で
す
。

子どもでも出来る
ボランティアは
ないですか？

地域で見守りや
声かけもできると
思います。

またこういった
機会があればいい
なと思いました。

地域から何かを
始めようと思い、
動き出せば地域は
変わると思います。

…参加者の声…

住
民
福
祉
懇
談
会
っ
て
？

み
ん
な
で
考
え
る
こ
と
が

　
　
　
　
　

地
域
を
良
く
す
る
第
一
歩
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《自助 ･互助 ･共助 ･公助》の考え方
『住民主体の地域づくりをめざして』シリーズその２

　前回は、2025 年を目途に地域包括ケアシステムの構築がなぜ必要なのか、地域包括
ケアシステムを根付かせる 5 つの構成要素についてご紹介させていただきました。
　植木鉢の図を覚えていらっしゃいますか？「住まい」という鉢で安定した日常生活を
送るために必要条件となるものが、土であり養分となる「生活支援・福祉サービス」の
供給です。この供給を促進する方法として「自助・互助・共助・公助」の考え方が提唱
されています。

◆  全ての中心は「自助」　　　
自分の力で住み慣れた地域で暮らすために介護予防活動に取り組んだり、健康維持のために健
診を受けたり、病気のおそれがある際には受診を行うといった、自発的に生活課題を解決する
力。

◆ 「自助」を支えるのは「互助」

家族、友人、老人クラブ参加者、活動仲間など、個人的な関係性を持つ人間同士が助け合い、
それぞれが抱える生活課題を、お互いが解決し合う力。また、それらの活動を発展させると、
地域住民や NPO（非営利団体）などによる、ボランティア活動や、システム化された支援活動
となります。

◆ 「互助」では難しい課題には「共助」

自分自身の「権利」として利用できる制度化された、相互扶助。社会保険制度、医療や年金、
介護保険など。

◆ 「自助・互助・共助」でもダメなら「公助」　　　　　　　
自助・互助・共助でも支えることが出来ない課題に対して、最終的に対応する制度。
例えば、生活困窮に対する生活保護や、虐待問題に対する虐待防止法などが該当。

地域包括ケアシステムの構築には、自助・互助・共助・公助が必要で、それぞれが深く
関連しています。また、それぞれが関与し合うことで最大限の効果を発揮します。
　

　　　　　

次回は、「生活支援サービスの充実と高齢者の社会参加」についてです。

（厚生労働省資料より一部抜粋）

（地域包括ケアシステム .net より一部抜粋）

地域包括ケアシステムは自助 ･ 互助 ･ 共助 ･ 公助のコラボレーション 
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皆
様
こ
ん
に
ち
は
。

　

湯
之
谷
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
は
高
齢
者
か
ら
障
が

い
を
お
持
の
方
ま
で
ご
利
用
い
た
だ
け
る
施
設
で
す
。
定

員
25
名
で
わ
き
あ
い
あ
い
と
し
た
雰
囲
気
で
過
ご
し
て
い

た
だ
け
ま
す
。
春
は
さ
く
ら
、夏
は
山
の
緑
、秋
は
紅
葉
、

冬
は
雪
景
色
、
四
季
折
々
の
季
節
が
感
じ
ら
れ
る
風
光
明

媚
な
所
も
魅
力
の
一
つ
で
す
。

　

そ
の
風
景
を
ご
覧
い
た
だ
き
な
が
ら
、
体
を
動
か
し
て

い
た
だ
け
る
機
械
が
あ
り
ま
す
。
シ
ェ
イ
キ
ン
グ
ボ
ー
ド

（
下
肢
の
筋
力
、
バ
ラ
ン
ス
、
反
応
性
の
向
上
）
や
サ
イ

ク
ル
マ
シ
ー
ン
（
自
転
車
）、
ス
テ
ッ
パ
ー
（
足
ふ
み
）

な
ど
、
無
理
な
く
気
軽
に
皆
様
か
ら
活
用
し
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

　

隣
設
す
る
南
山
荘
様
と
の
交
流
で
は
誕
生
会
や
イ
ベ
ン

ト
の
際
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
の
協
力
に
よ
り
体
育
室
で

一
緒
に
歌
や
踊
り
、
演
奏
な
ど
を
ご
覧
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。　

こ
れ
か
ら
も
地
域
に
根
ざ
し

た
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
を

目
指
し
て
運
営
し
て
行
き
ま
す

ったり

んびり

こやかに

のしく

誕生会では南山荘体育室をお貸りし、ボランティアの方々
の踊りのご披露をいただいております。

皆様からご使用していただいて
いるシェイキングボード。

ゆ

の

に

た

ひ
な
ま
つ
り

お
花
見

七
夕
・
夏
祭
り

盆
踊
り
・
運
動
会

焼
き
芋
・
文
化
祭

敬
老
会

ク
リ
ス
マ
ス

お
正
月
・
節
分

・
リ
ネ
ン
交
換

・
傾
聴
（
子
供
連
れ
も
歓
迎
）

・
掃
除

・
演
芸
（
歌･

踊
り･

楽
器
の
披
露
）

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

湯
之
谷
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
２
５

－

７
９
５

－

２
７
７
７

年
間行

事
介
護
の
豆
知
識

　
暑
い
季
節
、
特
に
気
を
付
け
た
い
の
が
脱
水
で
す
。

　
高
齢
者
は
成
人
に
比
べ
、
も
と
も
と
体
の
中
の
水
分
量
が

少
な
い
の
で
、
普
段
よ
り
も
多
く
汗
を
か
い
た
だ
け
で
も
脱

水
症
の
原
因
と
な
り
ま
す
。

　

脱
水
の
兆
候
は
、
体
に
変
化
と
し
て
現
れ
ま
す
。

① 

手
を
触
っ
て
み
る

　

脱
水
に
な
る
と
手
な
ど
の
末
端
神
経
の
体
温
が
低
く

な
っ
て
き
ま
す
。
手
の
先
が
冷
た
い
と
感
じ
た
ら
脱
水
が

疑
わ
れ
ま
す
。

② 

手
の
爪
を
押
し
て
み
る

　

爪
を
押
し
て
離
し
た
後
、
爪
は
白
く
な
り
ま
す
が
、
健

康
な
場
合
は
す
ぐ
に
赤
み
が
戻
り
ま
す
。
３
秒
以
上
白
い

ま
ま
だ
と
脱
水
が
疑
わ
れ
ま
す
。

③ 

手
の
甲
の
皮
膚
を
つ
ま
ん
で
み
る

　

手
の
甲
の
皮
膚
を
つ
ま
み
上
げ
て
離
し
た
後
、
正
常
な

状
態
な
ら
す
ぐ
に
戻
り
ま
す
が
、
３
秒
以
上
か
か
る
場
合

は
脱
水
が
疑
わ
れ
ま
す
。

脱
水
症
状
は
ゆ
っ
く
り
と
進
行
し
て
い
く
の
で
、
疑
わ
れ

る
時
は
、
経
口
補
水
液
な
ど
の
水
分
を
早
目
に
飲
む
よ
う

に
し
て
く
だ
さ
い
。

春 　  夏  　  秋  　  冬

湯之谷デイサービスセンターの
職員です。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん

募
集

湯
之
谷
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
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ボランティア情報
　

夏
休
み
期
間
を
利
用
し
て
、
高
齢
者
や
障
が

い
者
福
祉
施
設
、
保
育
園
、
各
種
福
祉
施
設
等
、

さ
ま
ざ
ま
な
場
所
で
中
学
生
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
に
参
加
し
ま
す
。

小出中学校
受入施設等　23カ所
開催期間　７/23 ～８/28

広神中学校

受入施設等　12カ所
開催期間　７/23 ～８/25

湯之谷中学校
受入施設等　11カ所
開催期間　７/23 ～８/25

地域の茶の間をやっています。

チ
ャ
リ
テ
ィ
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

「
愛
は
地
球
を
救
う
」

24
時
間
テ
レ
ビ
39「

愛
〜
こ
れ
が
私
の
生
き
る
道
〜
」

テ
ー
マ

こ
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
テ
レ
ビ
の
生
放

送
番
組
を
通
じ
た
募
金
活
動
で
す
。
福
祉
施
設
等
へ
福
祉

車
両
等
を
寄
贈
し
、
福
祉
の
増
進
を
図
る
と
と
も
に
国
内

の
災
害
な
ら
び
に
開
発
途
上
国
の
医
療
・
食
糧
等
の
援
助

や
地
球
環
境
保
護
の
支
援
を
目
的
と
し
て
、
全
国
的
に
実

施
し
ま
す
。

【
実
施
日
】
８
月
27
日
（
土
）
午
後
２
時
〜
午
後
５
時

　
　
　
　
　
　

８
月
28
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

【
会　
　

場
】
北
越
銀
行
小
出
支
店
様　

前

が
ん
ば
れ
‼
中
学
生

  

夏
休
み

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
ク
ー
ル

　
　
　
　
　
　
　  

は
じ
ま
る

今
年
の

夏
は

何
し
よ
う

　
　

か
な
♪

海
で
日
焼
け

と
か
〜

外
で
モ
ツ
焼

き
と
か
〜

今
年
の

夏
は
、

一
緒
に

ボ
ラ
ン　
　

　

テ
ィ
ア

し
よ
う
！

友
助
君
と
、

ぬ
い
子

ち
ゃ
ん
♪

ぼ
く
は
、

毎
朝
、

早
起
き
を

し
て
、
散
歩

を
し
な
が
ら

ゴ
ミ
拾
い
を

し
よ
う
か
と

思
う
ん
だ
。

街
も

綺
麗
に
な
る

し
、
み
ん
な

が
う
れ
し
い

気
持
ち
に
な

る
よ
ね
。

私
も
参
加
さ

せ
て
！

お
友
達
も

誘
っ
て
み
よ

う
か
な
〜
！

今
年
は
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
サ
マ
ー
で

決
ま
り
♪

皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
一
緒
に

い
か
が
で
す
か
？

こ
れ
食
べ
て
い
い
？

ボランティア活動の

こ
ん
な
こ
と
を

 

事
前
学
習

　

し
て
い
ま
す
！

● 身近なことから
● 相手の気持ちになって
● 約束や秘密は必ず守る
● 自分を成長させる
● 無理せず継続を
● 周囲の理解を得る

広神中での事前学習会の様子

　

小
学
生
が
実
施
す
る
地
域
の
茶
の
間
「
４
年

生
の
茶
の
間
」
の
第
１
回
目
が
、
６
月
30
日
に

守
門
公
民
館
で
開
催
さ
れ
、
参
加
者
の
皆
さ
ん

か
ら
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

会
場
選
び
か
ら
、
開
催
時
間
、
内
容
、
参
加

費
ま
で
、
児
童
15
人
の
知
恵
と
ア
イ
デ
ィ
ア

が
集
結
。
今
後
も
楽
し
い
茶
の
間
を
提
供
し
て

い
き
ま
す
。
次
回
は
９
月
・
10
月
に
開
催
す
る

予
定
で
す
。

予
定
で
す
。

須原小学校

４学年発信 !!
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「
生
ま
れ
は
、
損
し
て
も
徳
田
（
と
く
だ
）。」
と
、
い
つ
も
ま

わ
り
を
笑
わ
せ
て
く
れ
る
佐
藤
さ
ん
は
、
旧
堀
之
内
町
徳
田
生

ま
れ
。

　

趣
味
は
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
・
人
形
劇
・
切
り
紙
・
縫
い
物
に
編

み
物
。
じ
っ
と
し
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
ん
な
中
で
も「
昔
語
り
」は
、十
年
以
上
活
動
し
て
い
ま
す
。

魚
沼
に
は
、
雪
国
な
ら
で
は
の
、
ち
ょ
っ
と
怖
い
ゆ
う
れ
い
話
、

楽
し
い
昔
話
な
ど
、
様
々
な
民
話
が
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。
昔
聞

い
た
懐
か
し
い
お
話
を
魚
沼
弁
で
情
感
た
っ
ぷ
り
に
聞
か
せ
て

く
れ
ま
す
。
方
言
を
使
う
こ
と
で
、
親
し
く
な
れ
る
そ
う
で
す
。

　

艶
話
が
得
意
で
、
高
齢
者
に
と
て
も
喜
ば
れ
ま
す
。
依
頼
が

あ
れ
ば
、デ
イ
サ
ー
ビ
ス
や
小
学
校
な
ど
に
も
出
向
き
ま
す
。「
今

の
若
い
方
」
も
「
昔
の
若
い
方
」
も
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
お
聞
き

く
だ
さ
い
。

　

活
発
で
、
何
に
で
も
全
力
投
球
の
頑
張
り
屋
さ
ん
で
す
。

古新田  佐藤 晴美 様
5
月

湯之谷 星　安信 様 3,000 円

市　内 匿　名 様 20,000 円

６月 広　神 魚沼山野草の会 様 12,950 円

５
月

小　出 諸橋セツ子 様 　紙おむつ

市　内 匿　名 様 　バスタオル他

６
月

堀之内
森山千代 様 　紙おむつ

鈴木扶美子 様 　野菜

小　出 皆川　保 様 　紙おむつ

寄附金

寄附物品

善 意 の 寄 附
善意のご寄附をありがとうございます。
大切に使わせていただきます。

平成 28 年６月30日まで

【主な活動】
◆昔語り
◆配食サービス（掛け紙コラム）
◆友愛ボランティア
◆人形劇　など

 

地
域
の
頑
張
り
屋
さ
ん

□助成対象　　
　地域での防災、防犯や見守り活動
　地域での課題解決に向けた福祉推進活動
□助成金額
　1 団体上限 20 万円（事業費の 90％以内）
□申請期限　　平成 28 年８月 22 日

受
付
場
所
：

　

魚
沼
市
共
同
募
金
委
員
会

　

（
魚
沼
市
社
会
福
祉
協
議
会
各
支
所
窓
口
）

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
義
援
金
は
、
共
同
募
金
会
を
通

じ
て
、
全
額
被
災
さ
れ
た
方
々
へ
届
け
ら
れ
ま
す
。

受
入
れ
総
額
は

　
　

１
７
６
，
６
５
６
円　

で
す
。

　

心
温
ま
る
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

開
催
日
：
毎
月
第
二
水
曜
日

　
　
　
　
　
　
　

10
時
〜
14
時

会　

場
：
小
出
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

会　

費
：
年
会
費　

２
，
０
０
０
円

内　

容
：
演
芸
、
カ
ラ
オ
ケ
、

　
　
　
　

ゲ
ー
ム
、
バ
ス
旅
行
等

問
合
せ
：
魚
沼
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　

地
域
福
祉
課

　
　
　
　

℡
７
９
２

－

８
１
８
１

□助成対象　　
「安心・安全・地域の支え合い支援事業」第二次募集

◎共同募金助成金

お知らせ

お詫びと訂正
　社協だより平成 28年 5月 25日号に誤りがありました。
お詫び申し上げます。
　　　誤　山内　博　様　
     　　　 ⇒　正　山本　博　様（広神）紙おむつ

平
成
29
年
３
月
31
日
ま
で
受
付
期
間
延
長

ご
協
力
あ
り
が
と
う

 

　
ご
ざ
い
ま
し
た
！

 

　
　
「
熊
本
地
震
義
援
金
」

魚沼市障がい者の社会参加をすすめる会

□申請・問合せ
　魚沼市共同募金委員会
　（事務局：魚沼市社会福祉協議会 総務課）
　　　魚沼市小出島１２４０番地２
　　ＴＥＬ：７９２︲ ８１９１
　　ＦＡＸ：７９２︲ ８８１２

赤
い
羽
根
共
同
募
金

　
　

 　

  

助
成
決
定

平
成
27
年
度
共
同
募
金
の

配
分
が
決
定
し
、
堀
之
内

工
芸
様
と
隣
保
館
様
に
目

録
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

「希
 のぞみかい

会」会員募集

目黒邸
助成交付式


